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大垣西R・C－毎火MP12・30～

於大垣市駅前　ミッチヤモ

江別R・C一毎土MP12・30－

於バラーデリーミルク

○チャーターナイト御案内

北見東R・C　6月9日（土）於北見会館

登録13．20・一　軍2，500

花輪R・C　5月26日（土）於花輪高校体育館

登録11．00　￥2，500

劣禁㌔C16月3日（品腰禦雪男金野
その他盗釜、仙台南、仙台、各R・Cより新年度役

員及理事の御通知をいたゞいています0又仙台南R

．Cのビジター登録料￥400になった由の通知も来て

ます。三沢R．C一年史の冊子贈呈ありました0

0国際奉仕委員会　　小　花　君

○ユネスコ、ギアナクーポンに協力して欲しいと日本

ユネスコ国内委員会より二冊送って来た0

昨年酒田よりの分は韓国の養護団体に配分された当

クラブも賛同して3，800円送ることとする。

○社会奉仕委員会　　谷　口　君

○加茂の秋野君から寄贈あったので桜苗木50木昨年に

引続き鶴一中に、他50本を購入し鶴四小に贈っては

どうか一同賛成あった0

0三井君より

北大の名誉教授三井君の医院に13日夜来宅されるか

ら北ドイツの事情を聞く会を開くからと勧誘あった

○鈴木君より

郡市計画に伴う道路変更で宅地を二分されることに

なって居った鈴木君比の機会に新年乳処理工場建設

中のところ見事に竣工して4月1日より販売致しま

○卓話主：駅讐焉志望八郎〉成沢米三君

l　明治維新と清河八郎

明治維新は、大化の改新と共にわが日本の国史中にあ

って、最も輝かしい改革の一つである。日本はこの明治

維新によって、内は封建の晒習を放り、外は外国の圧迫

を抑えて明治の御代を展開し、近代国家として発足する

起点をなしたのである。

この歴史的大事業に参画した勤皇憂国の志士は百数十

人を数えるが、その多くは水戸、京都、長州、土佐、薩

摩等、関西、九州で東北では清河八郎只一人である0而

して清河八郎の生地清川村は、徳川家の親藩であり、戊

辰の御こ於いては、会津藩と共に最後まで薩長の官軍と

戦い抜いた荘内諾の治下であったから、こうした立場に

あって尊皇討幕という回天の大業に当る清河八郎の苦心

は、大久保利通、久坂玄瑞等のように、藩主と共に活躍

した志士とは月日の談でない○

幕末勤墓を唱えたものは多く・藤田東湖然り高山彦九

郎然り蒲生君平、株子平等何れも優れた憂国の志士であ

ったが、個人として遊説しただけで、対幕の画策までは

やっていない。橋本景缶、佐久間象山の如きも英傑とし

て天下の知る所であるが、短暫徒牛の運動で嘗て天下の

志士を会したことはない0これらの人々は英傑たるに相

違ないが、堂々と軍備を集めて幕府に対抗を計ったのは

実に清河八長がその魁であった0清河八郎は明治維新の

論功行賞では第一に挙げられるべき人物である0沼和八

年五月、清河八郎を祭神とする清河神社が創建された時

近世日本国民史の著者徳富蘇峯翁は「維新回天偉業之魅

という大額面を贈られたが、清河八郎は正しく、明治維

新の魁をなした人である0

2　清河八郎の生涯

弘化4年、清河八郎十八才の5月2日の真夜中に、書
を枕頭に遺して家を出て、立谷沢村から添川に行き枚棍

大網を経て残雪尚残る六十里越のけわしい道を通り寒河

江、山形を過ぎて江戸に出た0それは江戸に出て天下第
一流の学者について学問を修めるためであった0清河八

郎の少年時代の日記「旦起私乗」によると、十五才の正

月の記事に、「人生岩様々として市塵に亡びんや、時至

れば即ち笈を東都に負い大名を天下に表かさん」と劃、
ている。滑河八郎は幼名を斎藤元司といい、天保元年十

月十日、清川村斎藤治兵衛の長男として生れた0母は鶴

岡の三井弥吉の三女亀代である。そんな関係からか十才

の時から三年ばかり鶴岡にあって書を清水群治に学を伊

部島蔵に学んだのである〇十四才清川に帰って関所の役

人畑田安石工門に五経を学んだが、八郎はこれに満足出

来ず、江戸に出て天下一流の学者について勉強しようと

考えたのである。それで再三父にその希望を述べたが、

父の許を得ることが出来なかったので終いに書を遺して

出発したのである○父雪山は俳人として有名であり且つ

教養の高い人であったので、清河八郎の好学の精神の固

いことに心を思い直して江戸遊学を許して

雲井まで登ばらは帰れあげ雲雀

という句を餞に贈っている。（次回に続稿す）
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金井（勝）君

黒崎君
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飯白岩
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張　君

○本日の献立

病気で休んで

病気小康出勤出来て

牛乳新処理場竣工して

誕生祝い

病気よくなられて

目木外科学会のためアツセソブリ
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刺身平目、焼物鱒、紅葉おろし
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